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2012 年のカレンダー2 枚目の月になりました。節は初春、節分を過ぎればもう立春ですが、春は

暦のうえだけで寒さは厳しく、大雪に悩む地方のニュースも多く聞かれます。春の実感にはまだ遠

く、あっという間に過ぎてしまう慌ただしい月でもありますが、気持ち新たに日々を過ごしていき

たいと思います。 

 さて、あと少しで子どもたちが楽しみにしている「1 年の成長を祝う会」です。昨年 11 月のお

便りでもお伝えしましたが、今年度は運よくキャンセルが出たために大ホールの予約が取れました。

例年は前日の夜に搬入・仕込みを行い、職員が舞台に立って会場の照明係や音響係の方と打ち合わ

せを行っていましたが、今年は前日の日程が取れなかったため当日 8 時半からの準備となります。 

打ち合わせにいったところ準備に 2 時間半はかかるといわれたため、舞台さんに人件費をお支払い

し、少しでも早く開始できるよう交渉をしているところです。それでも早くて 10 時半に開場との

ことですので、午前の部は乳児クラスの発表と幼児クラスの発表と、季節の遊戯の発表で終了した

いと思います。 

午後の部は『「子どもの笑顔」の映像』と『幼児クラスの和太鼓』に加え、今年は久しぶりに職

員の和太鼓とエイサー等の披露をしたいと考えています。１部と２部の間の休憩時間に昼食を食べ

るようになります。お手数をおかけしますが、各家庭での昼食の準備をお願い致します。ホールで

の飲食は禁止させていますので、外食でも、お弁当持参でも構いません。保育園の新園（幼児棟）

の 1階ランチルームを開放しますので、お弁当持参の方はそちらでお願い致します。 

乳児クラスのみなさんはお昼寝の時間に重なりますので、午後の部は参加自由（途中入退場も可）

とさせていただきます。状況を見て各自ご判断いただいて構いませんので、ぜひ幼児の子どもたち

の頑張りをご覧になって、応援をいただけたらと思います。 

例年とは勝手が違うため、職員の準備・進行にも不手際等あるかもしれませんが、楽しい会にで

きるよう一生懸命努力していきたいと思いますので、みなさんのご理解・ご協力を何卒よろしくお

願いいたします。 

“インフルエンザにご注意ください！” 

全国的にインフルエンザの流行がいわれていますが、園内でも 25 日から発症し、本日まで累計

で 15 名が感染しています。急な発熱・頭痛のうったえや関節痛の症状があるときは速やかに受診

してください。病院によってはタミフルを飲んでいるうちは目を離さず、5 日間は保育園に行かな

いように指示された方もいます。反対に 2 日経過したら登園してもよいと言われた方もいますが、 

保育園ではこれまで通り、厚生労働省が定める感染症対策ガイドラインにのっとって受け入れをい

たしますので、解熱後３日経過してから医師の意見書を持って登園してください。 

※詳細は各家庭にお配りしている冊子「子どもの病気とホームケア」をご覧ください 



  
                    

 

幼 児 

＜目標＞ 

・成長を祝う会に向けて楽しんで参加する 

                 ・身の回りの事を自分でできるようにする 

                 ・冬の自然に興味を持つ 

 

＜先月の子どもの姿＞ 

○月組 

成長を祝う会に向けてエイサーに挑戦している月組さん。昨年まで保育園にいたお兄さんやお姉

さんたちの姿を思い出しながら真剣に取り組んでいます。鬼のお面制作では 2人でペアになって協

力し、風船に和紙や新聞紙を何度も重ねてノリ貼りし、立体的で個性豊かなお面が出来あがり鬼行

列に期待を膨らませています。 

○星組 

お正月のカルタを通して文字に興味を持つお友だちが増え、スタンプや色鉛筆を使ってお友だち

にお手紙や年賀状を作っていました。また、成長を祝う会に向けてのダンスや和太鼓の練習も「１

番さん、２番さん、３番さん」と大きな声を出しながら初めて挑戦する和太鼓や昨年とは違うダン

スに取り組んでいます。曲に合わせて月組さんの前で最後まで踊り「上手だね」と言われると、に

こにこ笑顔で嬉しがっていました。 

 

○花組 

新園屋上で元気いっぱい遊んでいる花組さん。屋上が雪で真っ白になると「雪合戦だー！！」と、

たくさん雪遊びを行っています。雪で手が冷たくなると「雪ってすごく冷たいよね」と感触を楽し

みながらやりとりをしていました。また、鬼のお面制作では紙皿に切り込みを入れ、髪の毛の色や

本数をかえながら個性豊かなお面が完成しました。「早く豆まきしたいな～」と節分の日を心待ち

にしています。 

＜お楽しみ＞ 

・鬼行列に参加しよう 

・成長を祝う会に楽しんで参加しよう 

 

 

２ 歳 

   ＜目標＞ 

・発表会に向けて衣装を着用し、表現することを楽しもう 

・寒さに負けない体を作り、戸外で元気いっぱい遊ぼう 

 

 



＜先月の子どもの姿＞ 

おまじないの言葉「ビビディ・バビディ・ブー」を合言葉に、日常のさまざまなものに魔法をか

けています。部屋の電気が付いていない、お友だちが転んで泣いている、そんなときはみんなのお

まじないの言葉の出番！真っ暗の部屋に明かりがついたり、さっきまで泣いていたお友だちが笑顔

になったりと、この合言葉はいつの間にかひよこ組のお友だちの魔法の言葉になっていました。リ

ズム体操で音楽が流れると、お決まりの「ビビディ・バビディ・ブー」のポーズをかっこよく決め

て踊っています。発表会に向けて女の子は赤いドレスを着てお姫様に、男の子はキラキラのズボン

履いて王子様に変身することを心待ちにしています。線の上を歩いたり、うさぎに変身してジャン

プしたりと、さまざまな表現が出来るようになり、改めて 1 年の成長を感じているところです。 

＜お楽しみ＞ 

・節分の行事に親しみ、豆まきを楽しもう 

・簡単なルールのある集団遊びを楽しもう 

 

１ 歳 

＜目標＞ 

・保育者やお友だちと言葉のやり取りを楽しむ 

・身の周りのことを保育士等に手伝ってもらいながらできる喜びを味わう 

 

＜先月の子どもの姿＞ 

リズム体操では「おしりフリフリ」や「おにぎりぽん！」がお気に入りで「いっしょにおどろう」

とお友だちを誘って一緒に身体を動かしたり、手を繋ぎながら足踏みすることを楽しんでいます。 

あひる組のお友だちがお部屋に遊びにくると、おままごとの果物やジュースをご馳走したりブロックを繋

げてあげたりとお世話をしていました。優しい気持ちを育みながら、どんどんお兄ちゃんお姉ちゃんに成長

しています。今までやってもらっていたことも少しずつ、「じぶんで」とズボンの着脱や手洗い等を自分でや

ろうとする姿も見られています。子どもたちの思いに寄り添いながら、成長を見守っていきたいと思います。 

＜お楽しみ＞ 

・室内やテラスに出てリズム体操を楽しもう 

・なぐり描きをして作った鬼のお面をつけて節分の豆まきや的当てを楽しもう 

 

０ 歳 

＜目標＞ 

・保育者と模倣遊びを楽しむ 

・自分の気持ちを言葉で伝えたり、言葉を使うことを楽しんだりする 

 

＜先月の子どもの姿＞ 

ままごと遊びでは「○○ちゃん、○○くんどうぞ」とお友だちのお名前を呼んだり、お友だちの

することをじーっと見てから真似しようしたり、作ったものを渡したり、やり取りを楽しみながら

遊んでいます。簡単な言葉を模倣するなど、言葉に興味を持ち始めてきているので、さまざまな場

面での関わりを大切にしていきたいと思います。 



 

＜お楽しみ＞    

・新聞紙をちぎってボールを作ったり、鬼の的あてに投げたりタッチしたりして楽しもう 

 

保 健  子どもの花粉症 

今まで小児の花粉症はないと言われてきましたが、ここ数年で小児の花粉症が増加傾向にあ

ると報告されています。鼻水やくしゃみが止まらなかったり、眼の充血がみられる場合は花粉

症が疑われます。症状のひどい場合は病院受診してください。 

抗アレルギー剤を症状のでる季節の前から服用すると花粉の季節になっても軽くすみます。

また、外出から戻ってきたら、衣服についた花粉を払い落としたり、手や顔を洗ったりするこ

とで随分違います。外出前に目薬や点鼻薬を差すのも有効ですし、外出時のマスクの着用でも

症状を緩和できます。 

 

 

お知らせとお願い 

♡ 2 月の予定 

・鬼行列 …2月 3 日（金） 

・0歳時健診 …2月 9 日（木）、23 日（木）  

・体育指導 …2月 10 日（金） 

・「一年の成長を祝う会」…2月 18 日（土）今年のテーマ「オズの魔法使い」  

・造形活動 …2月 20 日（月） 

・誕生会 …2月 21 日（火）（今月の話「赤ずきんちゃん」） 

・カウンセリング …2月 22 日（水）  

・交流日 …2月 23 日（木） 

・親子観劇会(月組のみ)  …2 月 16 日（木）13 時 25 分開場 13 時 40 分開演 

    総合文化センター 大ホール 「ピノッキオ」（劇団：飛行船） 

♡ 子育て公開講座  …2 月 25 日（土）10:00～11:30  会場 江東区文化センター大ホール 

主 催  社会福祉法人 東京児童協会 

講 師  松井 和 先生 

テーマ 「親子の絆」～子どもは、どう親を育てるか～ 

      私たち大人にとって「子ども」って何だろう。親にとって「子育て」って何だろう 

      松井さんのユーモアあふれる話を聞いていくうちに、答えが見つかります。心が軽くなります… 

※詳細は先日お渡ししたお知らせをご覧ください。お子さんの保育が必要な場合は、園でも

会場でも受けられます。できるだけたくさんのご参加をお待ちしています。 


